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旭
日
双
光
章
を
受
章　

土
方
俊
男
さ
ん（
鮎
貝
）

山
形
県
知
事
感
謝
状

貝
生
川
「
ホ
タ
ル
の
里
」
実
行　

委
員
会
（
新
宮
勲
夫
委
員
長
）

貝
生
川
愛
護
会（
菊
地
吉
昭
会
長
）

　　

両
団
体
は
、
貝
生
川
の「
里
親
」

と
な
り
清
掃
植
栽
な
ど
の
管
理
を

行
う
河
川
ア
ダ
プ
ト
団
体
と
し
て
、

10
年
間
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
河
川
敷
の
美
化
活
動
や
管

理
に
努
め
、
地
域
の
環
境
改
善
と

住
民
の
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
、
山
形
県
知
事
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　
海
老
名
慎
一
郎
さ
ん（
十
王
）
　

こ
の
賞
は
、
山
形
県
農
業
の
振

興
発
展
に
尽
し
た
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
他
の
模
範
と
さ
れ
る
農
業

者
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
野
菜

の
施
設
栽
培
に
取
り
組
み
、
野
菜

専
作
に
よ
る
周
年
農
業
を
確
立
し
、

生
産
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
園

芸
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
指
導
農
業
士
と
し
て

積
極
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
た

ほ
か
、
㈲
ど
り
い
む
農
園
の
初
代

代
表
取
締
役
と
し
て
地
域
農
業
の

振
興
と
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

　
　
　
白
鷹
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

大
高
根
農
場
記
念

　
　
　
山
形
県
農
業
賞

田
中
良
平
さ
ん
（
畔
藤
）

　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
部
会
（
金
田
文
俊
部
会

長
）
は
、
こ
れ
ま
で
、
栽
培
研
修

会
や
集
出
荷
基
準
の
厳
格
化
に
よ

る
高
品
質
生
産
に
取
り
組
み
、
10

ア
ー
ル
あ
た
り
の
収
量
は
置
賜
地

域
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
乳
生
産
量
県
内

１
位
の
白
鷹
町
に
お
い
て
大
量
に

産
出
さ
れ
る
堆
肥
を
栽
培
に
活
用
、

耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
た
桑
園

な
ど
の
畑
地
を
有
効
利
用
す
る
な

ど
、
地
域
の
環
境
を
活
か
し
た
経

営
の
実
践
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　土方俊男さんが、平成25年秋の叙勲にお
いて、地方自治功労者として旭日双光章を
受章されました。土方さんは、昭和58年よ
り６期24年間、町議会議員として町民に親
しまれる議会づくりを実践し地方自治に尽
力されました。平成11年から４年間は議長
として議会の円滑な運営に努められ、町の
教育、文化、福祉の向上に貢献されました。
このような功績により、このたびの受章と
なりました。おめでとうございます。

　海老名慎一郎さんが、平成25年秋の叙勲
において、教育功労者として瑞宝双光章を
受章されました。海老名さんは、昭和37年
に教職に就かれ、以来38年にわたり地域に
根ざした学校教育の充実と推進に尽力され
ました。平成14年から７年間、飯豊町教育
委員会教育長を務められ、現在は地域で生
涯学習にも携わられています。このような
功績により、このたびの受章となりました。
おめでとうございます。




